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　上越市夜間診療所出務　18日
　有田保育園健診　4日
　ちびっこ保育園健診　4日
　谷浜小学校健診　18日
Ρරॆঝý「健康ライフ」17日ࡱ
DK ,ΡĲBpࡱ ȸɭĘǻǠǶȏ٥ঐਮĳ
　毎週木曜午後１:20 頃～ (76.1MHz)
Җिࡼࡕ೧Ħഺߣħ
　FM上越：木曜午後１：35頃～
　上越有線放送：月曜午後６時～ ( 番組内 )
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ

れ
る
時
、
ま
た
は
心
配
な
時
は
直
接
医
療

機
関
に
向
か
う
こ
と
は
せ
ず
、
保
健
所
内

に
設
け
て
あ
る
「
Ӡ
ڧ
ޤ
Ă
त

ޤ
ঐ
ਮ

Ȼ
ɳ
ȿ
ᯠ
」
に
電
話
し
、
指
示
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
生
数
が
少
な
い
時
は
こ
の
シ
ス
テ
ム

が
う
ま
く
機
能
し
て
い
ま
し
た
が
、
春
先

に
流
行
が
拡
大
し
た
時
は
、
特
に
東
京
な

ど
の
流
行
地
で
パ
ン
ク
状
態
に
な
り
ま
し

た
。
電
話
す
ら
つ
な
が
ら
な
い
状
態
。

　

当
時
は
「
発
熱
し
て
も
４
日
は
待
つ
よ

う
に
」
と
い
う
明
確
な
指
示
が
あ
り
（
時

の
大
臣
は
そ
れ
は
誤
解
だ
と
言
い
訳
し
ま

し
た
が
）、
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
亡
く

な
る
方
ま
で
出
る
始
末
に
。

　

国
は
、
今
後
の
流
行
時
に
同
じ
事
態
を

起
こ
さ
な
い
よ
う

対
策
を
考
え
ま
し

た
。
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ȟ
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Ǔ
と
い
う

も
の
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査
も
で
き
る
医

療
機
関
を
増
や
し
、
地
域
の
中
で
検
査
も

す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
点
で
の
対
応
が
面
に
な

り
、
相
談
や
検
査
を
受
け
や
す
く
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
う
ま

く
行
く
で
し
ょ
う
か
。
保
健
所
の
仕
事
を

民
間
に
丸
投
げ
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
と

い
う
批
判
も
起
き
そ
う
で
す
。
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ǻ
ঐ
ਮ
߅
౫
ǻ

ජ
Ѧ
Ǽ
Ǫ
ǻ
ȋ
ȋ
ܶ
Ǧ
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
か
か
り
つ
け
の
病
医

院
で
の
対
応
も
行
い
ま
す
。
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Ǔ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
院
も
そ
の
た

め
の
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
当
地
で
は
市
中
感
染
に
は
な
っ

て
い
な
い
の
で
直
ち
に
必
要
に
な
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

も
し
流
行
地
に
訪
問
し
た
あ
と
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
に
接
触
し
た
と
思
わ
れ

る
場
合
や
、
今
後
市
中
感
染
が
始
ま
っ
た

場
合
に
は
相
談
窓
口
を
使
っ
て
く
だ
さ

い
。
特
に
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す
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上越保健所（平日日中のみ）

　電話 025-524-6134

新潟県福祉保健部健康対策課

　電話 025-280-5200

Ř/777உ ýD?Vר1 ȵĘɓȹЭ݁

　当院は各種の情報発信を行っています。まずは毎月発行してい

る「こども通信」。A4１枚（裏表２ページ）にまとめた毎月のお

便りです。流行している病気について書いたり、その時々の話題

を記したりしています。いわば「流れる情報」（きっと毎月作り

ますが、毎月捨てられているでしょう）。

　その中から、いわば定番の情報をまとめたのが「ヘルスレター」

です。病気、健康づくり、予防接種などについての知識をまとめ

たものです。こちらは「とどまっている情報」。

　いずれも紙媒体で、それを来院された方にお渡ししたり、郵送

したりして活用しています（今でもそれは変わりません）。

　そんな情報を電話やファクシミリ（FAX）を使ってお伝えする

事業を始めました。近隣の事業者からの求めに応じて、当院が情

報を無償で提供するというシステムです。電話では感染症情報を

聞くことができ、FAX ではヘルスレターと同じ紙面を引き出す

ことができます。

　電話回線を使うことで、当院からの情報提供は一段階進歩した

ことになります。ただ、インターネットの環境がぐんぐんと整備

されていく中で、FAX などの手段はすぐに陳腐化。数年で終了

した事業でした。

Ř/777உ ýɛĘɠɚĘȸЭ݁ר6

　さらに情報提供は進歩することになります、それも格段に！

　それがインターネットを通しての情報提供です。まずはホーム

ページの作成。さらにメールマガジンの発行です。

　当時はネット環境が徐々に整備されてきていました。すでに電

子メールが一般化。企業も自社のホームページ（HP）を立ち上げ、

情報発信を活発化させていました。

　遅れてはならずと、当院も頑張ってみました。HPの作り方と

いった参考書を買い、ほぼ独学で。分からないところはシステム

エンジニアの方に「家庭教師」になっていただきました。苦闘す

ること数ヶ月で、世に送り出すことができました。

　医院の情報というと、まずは診療案内ですが、それだけでは面

白くない。こども通信やヘルスレターの情報も全部デジタル化し

て収載することもできます。

　さらに私がやりたかったのはブログです。日々の出来事や思っ

たことをタイムリーに書くことです。電子版の日記ですね。どれ

ほどの方が読んでくれたのか分かりませんが、当時「院長ブログ」

で検索すると、上位１桁にはヒットすることが多かったです。

　さらに読者の方からの質問に答えるコーナーも。質問は毎日３

件ほど。年間で約千件。7年ほど続けていました。

　今考えても、よくそのエネルギーが保てたね、と自分で自分を

褒めています。
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